
【応募理由】

　農村の住文化の一部を形成する

農家蔵を保存利活用した街なみ・

地域づくりに取り組んでいること

から、この度応募しました。

【作品または活動の概要】

　当会設立以来、平成 15 年の「NPO

法人 尾上蔵保存利活用促進会」へ

の移行を経て、「蔵保存と利活用促

進、グリーン・ツーリズム事業の

推進基盤の確立と事業定着拡充」

を目的に、青森県平川市金屋地区

において、①蔵の調査と蔵マップ

の発刊、②会報『蔵ジャーナル』の発刊、③蔵フォーラムの開催、④蔵・農家庭

園ウォッチングの開催、⑤地域案内人講座開催、⑥蔵の利活用拠点づくり、蔵並

みの環境整備に関する提言、⑦登録有形文化財調査及び登録申請、⑧年賀葉書寄

附金助成採択蔵の補修工事実施、⑨民宿営業許可登録の推進、⑩教育旅行誘致活

動の実施、⑪冬のツーリズム尾上農家蔵物語開催などに取組み、価値が見失われ

その存続が危ぶまれていた蔵の保存と、蔵を活用するグリーン・ツーリズム事業

を展開し、旧尾上町ならではの農村文化を発信するとともに、農村文化が漂う街

なみ・地域づくりに取り組んでいます。

【作品または活動の特色】

　農村景観が維持された町として各種の賞を受賞し、全国的にも高く評価されて

いる街並み ( 蔵・庭園・生垣 ) を、他市町村にない地域のオンリーワンと位置づけ、

蔵の保存と利活用促進及びグリーン・ツーリズム事業を推進し、近年、失われつ

つある農業と農村の持つ豊かさ、農村文化の漂う地域づくりを指標に蔵所有者及

び地域住民、都市住民（消費者・学生・子供）による農家蔵の景観維持とグリーン・

ツーリズム融合の地域づくりを展開しています。
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青森県平川市 ( 旧尾上町 )
金屋地区

金屋地区
国登録有形文化財蔵並通り

●印及び数字は蔵マップの蔵並みの順番
★印及び数字は蔵マップの蔵並みの順番と国登録有形文化財




